
いぬい やすよニュース 

  

 ●初めてのオンライン Zoom 併用開催 

8 月 21 日、緊急事態宣言のために予定していたアイヴィルが使

えなくなり、会場をいぬい事務所に変更して励ますつどいが行われ

ました。密を避けるために、インターネット配信を行いました。 

●どれも感動の激励あいさつ 

  激励の最初に、藤井義雄さんがハーモニカで「カチューシャ」を演奏。優しく、力強く、まる

でオーケストラ演奏のような響きに魅了され、「アンコール」の声も飛び出しました。 

● あいさつの最初に、阿部功志議員から「ジェンダー平等は人権問題。原発を動かさないこと

も最大の人権課題。いぬいさんで人権を守る村政を」と訴えました。続いて大名みえ子議員か

ら、山田村長は「村民は金持ち、困ってない」「原発反対なら家から出るな」と述べる資質。

いぬいさんは、幼稚園統廃合問題でも「原発に一番近い幼稚園に統合するとは」と、原発の危

険性から村政を見ることができるいぬいさんを何としても村長に、と訴えま

した。 

● 続いて、東海第二原発差止め裁判の原告の一人、川野弘子さんが「私は原

告の中で原発に一番近い 1.6 ㌔に住んでいる。裁判では勝ったが、住民運動

で勝たないとダメ。最大の住民運動がこの村長選」「原発を運転させないた

めには村長選で勝つことが必要」と訴えました。 

● 次に、元原研労組中央執行委員長の岩井孝さんが、東海第二を再稼働させ

てはならない科学的な理由として①追加工事をしても重大事故は防ぎきれな

い、②老朽、大地震で被災した原発、③燃えやすい電気ケーブル、④放射性

物質の放出が前提の工事などをあげ、仮に避難計画ができたとしても、過酷

事故が起きれば二度とふるさとに戻れない、と力説しました。 

この後、建築家で都市デザイナーの岩崎駿介さんのビデオメッセージが大

きなスクリーンに映し出され、世界規模の差し迫った問題として、地球温暖化問題、原発問題な

どを指摘され、いまや行動を起こすときだと訴えられました。 

 

● 最後に、大きな拍手で迎えられたいぬい やすよさんが登場。

「いのち輝く東海村」に感動して立候補を決意したと切り出し。  

山田村長には廃炉後のビジョンも、女性の声を反映させる姿勢  

もなく、福祉を次々と切り捨ててきたとバッサリ。政策決定に 

女性の登用が必要。原発のない村づくりを今から準備します、 

と力強く訴え、会場割れんばかりの拍手に包まれました。 
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8 月 19 日 県知事選が告示 

 さん 輝く会宣伝カーで訴え 
8 月 19 日に県知事選が告示され、[いのち輝くいばらきの会]から田中しげひろ茨城大学名誉教

授が立候補しました。 

 同日、県の「輝く会カー」が東海村に入り、午後 2 時からイ

オン前で街頭演説会が行われました。 

車上から「いのち輝く東海村の会」の塚原代表が初めにあい

さつし、阿部功志村議が村政の課題といぬいさんの政策を、大

名みえ子議員が県政の課題と田中候補の政策を訴えました。 

続いて、いぬい やすよ さん

が、女性の視点を村政に生かし

て安心して住み続けられる東海村をつくります、と力強く訴え、大

きな拍手に包まれました。 

いぬい やすよさんは、引き続いて水戸市に移動し、午後 4 時から

行われた田中候補の第一声にかけつけて、「いのちと生活が第一の

茨城、東海村をつくろう」と訴えました。 

  

 ●各地から「ビラまき協力し隊」 

 8 月 20 日に村内の全新聞に、いのち輝く東海村の会発行の「いぬいビラ」が入りました。 

新聞購読者は年々減っているため、さらに村内に全戸配布をお願いしています。いま、県内各地

から協力申し出があり、毎日「ビラまき協力し隊」がかけつけてくれています。 

 22日には、ひたちなか市、石岡市、つくば市などから大勢かけつけていただきました。つくば市

から参加した 3 人は、県民投票運動に関わって東海村には何度もビラまきに来た方で、暗くなった

6 時半ころまで活動。23 日にはさらに 5 人で 8 時 30 分から行動してくださいました。 

 ●ホームページをご覧ください 

「いぬい やすよ」のホームページをご覧になりましたか？ いぬい やすよ 

さんを励ますつどいで放映した岩崎駿介さんのビデオメッセージもみられま 

す。近日中に、いぬい やすよさんの訴え動画もアップされる予定です。  

 22 日投開票された横浜市長選挙で、立憲民主党推薦、日本共産党、社民党、緑の党、新社会党

支援の山中竹春氏が、地元の菅首相が全力で支援した小此木八郎前国家公安委員長らを押さえ

て当選しました。「カジノ反対」とともに、コロナの感染爆発に有効な対策もとれない菅内閣への審

判であり、市民と野党の共同が大きな力を発揮した結果ではないでしょうか。 

 茨城県、東海村でも感染拡大が止まりません。今度の選挙は、コロナ対策への審判でもありま

す。PCR検査の無料実施、補償の拡大など抜本的強化を公約するいぬい やすよさんの出番です。 

横浜市長選挙で野党共同候補勝利 


